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土壌温度，土壌湿度等のほかに，断続的に複雑K変
雑lζ変化する自然の環境条件に影響され，鈎虫の淫
浸K深い関係がある。したがって土壌内鈎仔虫の生
態学的特質を明らかにする ζとは，自然界に於ける
鈎虫の感染源即ち土壌内鈎仔虫の分布を明らかにす
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ること等とともIL.，鈎虫予防対策のーっとして重要
な乙とである。
Baermann (1917)は土壌内鈎仔虫を回収する分
離装置を考案し，鈎虫症の蔓延と鈎仔虫による土壌
感染との関係を明らかにしたが， Cort等 (1922)は
Baermann法を用いτひろく鈎虫症防遇に関する
研究を行った。それ以来土壌内鈎仔虫の分布或いは
生態等に関する研究は， Baermann法或いはその
改良法によって行われたもので，同法は鈎虫症防遇
上必要欠くべからざるものである。叉同法は土壌内
の線虫類の検出にも一般にひろく応用されている。
しかし Baermann法K於て鈎仔虫或いは線虫類が
分離回収される要因は極めて複雑で，多大の労力と
時聞を要するために詳細に検討した例は少く，近年
線虫類に関する三枝 (1955)，犬鈎仔虫及びアメリ
カ鈎仔虫K関する安田等 (1957)の報告をみるのみ
しな
従来 Baermann法は鈎仔虫の向温性と向水性と 
を利用したものと考えられている。しかし漏斗内の
水温は気温に影響されやすく，殊に冬期には速かに
水温が下降するので，漏斗内の水温或いは可検土壌 
に与える温度と鈎仔虫回収率との関係を明らかにす
るためには，漏斗内の水が常lと一定の温度を保つ必
要があり， そのため保温装置が必要である。 Cort
等lとより可検土壌が漏斗内の水で浸漬された場合の
鈎仔虫回収率は，湿潤状態のそれよりも低いと報告
されている。叉漏斗内に水を加えると，水面が飾底 
lと触れて空気層を生ずる。そこで土壌に適当な湿潤
度を与えるとともに空気層を除くために，飾底が見
えるようになっていることが望ましい。以上の点を
考慮して Baer・mann法を改良し，少量の可検土壌
について実験を行うようにしたため，考案したもの
である。叉鈎仔虫の生態に関する研究も多く報告さーは比較的小さい装置である。
れて来たが，土壌内鈎仔虫に関しては不明な点が多 
ぃ。そこで著者は Baermann法を改良して土壌内
鈎仔虫の回収法を検討し，乙の装置を用いて土壌内
鈎仔虫の生存に及ぼす土壌温度，土壌湿度及び土壌
の性状についても検討し，いささか知見を得たので
報告する。
第II章鈎仔虫分離装置の改良 
I まえがき 
Baermann法l乙於ける鈎仔虫分離装置は，漏斗
脚部lζゴム管をはめ，末端につまみ止めを備えた漏
斗と，それに適合する飾とからなっている。土壌内
鈎仔虫を分離するには，備の内面 lζ1~2 枚の荒目
の布を敷き，可検土壌を盛って漏斗上に置き，漏斗
壁l乙沿って静かに水を加え，水面が丁度飾底に触れ
るようにする。このように才ると土壌内鈎仔虫は速
かに漏斗内の水中花瀞出し，数時間後には大部分漏
斗脚部のゴム管内I乙集るので，その部の水をとり遠
心沈澱して仔虫を採取するのである。
漏斗内の水温に関して Baermannは記述してな
いが， Cort等によれば， 初め常温の水を用いて回
収したととろ，成績の変動が大きく回収率も低く，
後になって 40~460C の温湯を用いて実験し，良好
な成績が得られた乙とより， Baermannも土壌温
度より幾分高い温度の水を用いたであらうと述べて
いる。横川 (1927)は保温漏斗と重湯煎とを組合せ
た分離装置を考案し，保温装置の漏斗下部をガス又
は酒精灯で温め，漏斗内の水温を一定に保つように
II 鈎仔虫分離装置の構造及び使用法
著者の考案した鈎仔虫分離装置は保温漏斗と漏斗
恒温槽とからなっている(図 1)。恒温槽は真鎌製で
縦 31cm，横 46cm，高さ 8.5cmの水槽で，上面
及び下面l乙夫々直径 9cm， 3.5cmの対応する 6個
の孔をあげて漏斗を置き，漏斗脚部を挿入する部は
適合するゴム栓で密閉した。上面の外縁に 2個の小
孔をあけ，一方に温度計を置き他方は注水に用い
たの側面に加温装置をつけ，槽内l乙2個の電熱器と 
1個の温度調節器を入れ，点滅によって一定の温度
を保つとともに任意の温度を得られるようになって
いる。叉他の側面には排水口をつけた。漏斗はガラ
ス製で上口の直径 12.5cm，深さ llcmで恒温槽に
固定し，脚部の末端lζゴム管をはめ，恒温槽下面よ
図 1 分離装置の略図
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り 10~15 cmの位置につまみ止めをつけてある。飾
は木製で漏斗の上口K適合し，内径 9cm，高さ 5.5
cmで床上り 1cmの位置に網目 1mm2の真鎌製の
底を張ったものである。飾底は漏斗上に置いた場合
恒温槽上面より約 2cmの高さにあり，水を漏斗内
に注加するに際して飾底が見えるようになってい
る。
使用時恒温槽に水を入れて点灯し，漏斗内には滴
過水を入れ，水の表面が恒温槽上面より約 2cmの
高さで，簡を漏斗上K置いた場合直接飾底lζ触れな
い程度とする。しばらくして恒温槽は所要の温度比 
なる。その後簡の内面にガーゼ2枚重ねを敷き，そ
の上lと可検上壌を盛って漏斗上に水平に置く，次い 
で飾の外側から漏斗壁に泊って静かに同温度の櫨過
水を注加し，水の表面が飾底に触れると水は土壌内
に浸透する。水の表面と筒底が接して出来た空気層
は，静かに簡を動かして取除ふ丁度空気層が消失
する程度に水を加える。乙のようにすると土壌内の
鈎仔虫は速かに漏斗内の温水中花移行するので，一
定時間後瀞出した仔虫を採取する。この装置では仔
虫は殆んど漏斗脚部に沈下せず保温部に止り，採取
するに当って漏斗壁に残留する仔虫もあるので，漏 
斗内の水を全部とり漏斗壁をも洗携す、る必要があ
る。 
III 鈎仔虫分離装置に及ぼす気温の影響 
乙の装置では筒底が恒温槽上面より約 2cm離れ 
ているために，漏斗内の水の上層部及び可検土壌の 
温度は，気温の影響をうけて恒温槽温度より幾分低
くなる。そのため恒温槽温度が同一であっても可検
土壌の温度は，冬期には夏期に比して著しく低下し 
ている。そ乙で恒温槽温度と漏斗内の水の上層部及
び可検土壌の温度との関係を知る必要があり，電子
温度計を用いて，漏斗内の水温を漏斗の中央部と壁
部とに分けて，夫々表面より深さ 1cmの間隔で測
定した。叉簡に土壌を盛って分離装置を使用した場
合(土壌 50g，土壌の厚み約 1cm)，簡と漏斗壁と
の聞にある水の表面温度と土壌の平均温度とを時間
の経過にしたがって測定した。
(1) 恒温槽温度 350C，室温200Cの場合
表 1aの如く漏斗内の水温は，中央部では表面で
30.TC，深さ 2cm以上で恒温槽によって保温され
た部分は， 32.5~32.60C でほぼ一定であり，壁部で
は表面で 29.60C，深さ 3~4cm では 33.50C で最も
高い温度であった。土壌を簡に盛って予め 280C或
いは OOCで 30分間処理後漏斗上に置いた場合，土
壌の平均温度及び漏斗壁部表面の水温は，表 1b及
び表 1cの如くである。両者ともに土壌の平均温度
は比較的速かに上昇し，一定になった温度は 29.10C
で恒温槽温度より 5.90C低下していた。
(2) 恒温槽温度 450C，室温220Cの場合
漏斗内の水温は，表面 lζ於て漏斗の中央部で
37.30C，壁部で 36.40Cであり，土壌を簡に盛って漏
斗上に置いた場合，一定になった土壌の平均温度は
35.30Cで恒温槽温度より 9.70C低下していた。
(3) その他の場合

恒温槽温度 350C及び 450Cで室温 100Cの場合，

第 1表 恒温槽温度 350 CIL於ける漏斗内水温及び土壌温度の推移(室温 200C) 
a. 漏斗内水温 (OC)
----------良三|表 面| 1cm 2cm 3cm 4cm 5cm 6cm 7cm 
30.7 32.2 32.5 32.6 32.6 32.6 32.6 32.6 
漏斗壁部 29.6 32.3 33.0 33.5 33.5 33.3 33.0 32.8 
b， 280Cで 30分間処理後土壌温度の推移 (OC)
¥喧¥戸|直前 I2.5分 5分 7.5分 10分 I12.5分 I15分 20分 25分
土壌温度 26.5 28.7 29.1 29.1 29.1 
表面水温 29.6 29.4 29.5 29.6 29.6 29.6 29.6 29.6 29.6 
c. OOCで 30分間処理後土壌温度の推移 (OC)
\喧\戸~直前 I 2.5分 I5分 I7.5分 10分|山分 I15分 20分 25分 
27.4 28.7 28.9 29.1 
表面水温 29.6 28.1 28.1 28.3 28.5 28.6 28.9 29.4 29.6 
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一定 Kなった土壌の平均温度は夫々 25.40C及び
28.70Cで， 恒温槽温度より夫々 9.60C，11.30C低下
していた。
以上のことから可検土壌及び漏斗内の水の上層部
の温度は，気温によって影響されやすいことが知ら
れる。又一定になった土壌の平均温度は，恒温槽温
度よりそれと気温との差の凡そ 5分2低下している 
ょうであった。
第 11章 土壌内鈎仔虫回収法の検討
I まえがき 
~ Baer・mann法は既に Cort等(1922)，安田等
(1957)によって検討されている。それによれば鈎
仔虫の回収成績は漏斗内の水温に最も強く影響され
る。 Cort等によれば水温が高い程回収率が良好で，
少くとも可検土壌の温度より 60C高い乙とが必要で 
的長時間を要することが考えられ， 16--24時間ま 
で検出率が増加するので， 16時間以上作用させる必
要があると述べている。安田等は最初の 30分間の
鈎仔虫回収率は 60%で，それ以後の 3時間で 5%
しか増加しないと述べている。そこで著者は諸家の
報告を参考iとして更に検討を加えた。
11 実験材料及び実験方法
(1) 実験材料 
1) 鈎仔虫
アメリカ鈎仔虫(以下 N.a.仔虫と略す〉及びヅ
ピニ鈎仔虫(以下 A.d.仔虫と略す)を用いた。糞 
便提供者は鈎虫単独寄生者であり， N.a.仔虫は向 
一人より， A. d.仔虫は当教室に於ける人体感染実
験によって感染した 3人の教室員より得た新鮮便を
瓦培養し，培養後前者では 1~2週，後者では 1--
3週の仔虫を用いた。使用時活j壌に運動する生仔虫
あり，安田等は漏斗内の水温 30~350C で最も良好 のみを得るために，その前日瓦培養法にしたがって
な回収成績を得たと述べている。土壌の差違に関し
て， Baermann (1917)は粘着性のある級密な土壌 
では，水で、充分湿潤させかつ細挫する必要があると
いい， Cort 等もとれを認めわづかに1O~20~るしか
回収出来なかった粘土に小砂利を混ぜて霧組にし，
80'-' 100%の回収成績を得ている。安田等によれば
粘土K於ける鈎仔虫収率は 58.7%で，砂では 70.7%
である。可検土壌の量について，三枝 (1955)は土
壌線虫の Baermann法による検出を行い，土壌が
多量になると検出率が低下するのは，土壌の厚みが
加わるために線虫の沈下が充分行われないためであ
らうといい，叉可検土壌の含水量について，過湿な 
土壌では検出率が低いので，過剰な水分を発散させ
てから用いることが望ましいと述べている。安田等 
は 40%以下の含水量では回収成績は変りなく， 50 
%以上では回収率が低下すると報告している。叉
Cort等は可検土壌が漏漏斗内の水で浸漬された状 
態の鈎仔虫回収率は，湿潤状態の土壌のそれより低
いと述べている。鈎仔虫を回収するに要する分離装
置の作用時聞に関して， Baermannは少量の砂で
は，実験開始後3分以内に鈎仔虫が漏斗末端部のゴ
ム管底に現われはじめ，大会数30分間で回収され
るといい， Cort等は可検土壌が漏斗内の水で湿潤
された状態では， 6時間以内に大部分の仔虫が回収
され，土壌が漏斗内の水で浸漬された状態では， 6 
時間以内に回収される仔虫は前者より少く， 6--24 
時聞にもかなり回収されると述べている。三枝は可
検土壌上層部の線虫は下層部のものより沈下に比較
瓦とに鈎仔虫を置き，凡そ 24時間後水中氏、併出し
7こ仔虫をとり，平川 (1957)の方法によってし適当
な濃さの仔虫懸濁液をつくり，ガラス毛細管を用い
て毛細管現象によって管内に吸上げられた鈎仔虫
を，顕微鏡下で正確に算定して用いた。かくして 1 
個の標本氏用いた鈎仔虫数は凡そ 100 ~300隻であ
るの、
~~)土 壌
実験に用いた土壌は粘土及び砂である。土壌を鉄
板主で加熱滅菌乾燥し，よく細挫して爽雑物を取除
き，大きな素焼容器に貯えて必要に応じて使用し
7こ。使用時 50gの土壌を簡に盛った場合， 土壌の
厚みは粘土で約 1cm，砂では 1cm以下である。
(2) 実験方法
1) 恒温槽温度と鈎仔虫回収成績との関係
土壌 50gを直径 8.5cm，深さ 2.0cm，容量 100 
ccのシャーレにとり，土壌湿度(重量%)が約 20
%になるように糖過水を加え，その上に鈎仔虫を撒
布し，よく混和して儲に盛った。回収前l乙予め異つ
た温度で処理した場合，鈎仔虫回収率に差違がある
か否か検討するために， 乙れらの土壌を 2群に分
け，一方は 2--50C Ir.，他方は 280CIr.夫々 30分間
放置し， その後 60分間分離装置に作用させて仔虫
を回収した。この実験は N.a.仔虫及び A.d.仔虫
を用い，粘土及び砂との 4種の組合せについて，恒
温槽温度 550C，450C，350C，250C及び 150CIr.於
て回収した。
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2) 分離装置の作用時間と鈎仔虫回収成績との関
係
上記実験と同じような標本を用い，恒温槽温度 
350Cで可検土壌を 5分， 10分， 15分， 30分及び 60
分分離装置に作用させて鈎仔虫を回収した。しかし
て実験は同一標本について時間の経過にしたがって 
継続して回収したのでなく，予め所定の標本を準備
し，各所定時間後回収したものである。又予め温
度処理を行わず，恒温槽温度 350C，250C及び 150C 
で， 12時間分離装置に作用させて，回収率が増加す
るか否か実験した。 
3) 可検土壌量と鈎仔虫回収成績との関係
N.a.仔虫を用い粘土及び砂 50g，100g及び 200
glr.仔虫を撒布し，恒温槽温度350Cで分離装置に
30分間作用させて回収した。
以上の実験は昭和32年9月より同 33年3月まで
の聞に行い，なるべく室温の影響を除外するため 
K恒温槽温度 350C以上の実験は秋期Ir.， 250C及び
150Cの場合は冬期に行った。 250C及び 150Cの実験
では室温を夫々 200C前後， 150C前後に保った。 
4) 350Cの可検土壌内の鈎仔虫を恒温槽温度 
350C及び 450Cで回収した場合
N.a.仔虫を湿潤状態を保った土壌に撒布して
350Cの恒温下に置き， 1日後， 3日後， 5日後及び
7日後，各所定の標本を恒温槽温度 350C及び 450C
で 30分間分離装置に作用させて回収した。乙の実
験は昭和 33年8月より同年9月までの聞に行い，
室温は 24~320C であった。 
III 実験成績 
1) 恒温槽温度と鈎仔虫回収成績との関係
恒温槽温度 550C !"C於ては，表2の如く回収率は 
一般に低く， 2 --50Cで処理した場合は， N.a.仔
虫では 25.8--23.1% (粘土)， 57.3---51.7% (砂)，
A. d.仔虫では 36.7--29.1% (粘土)， 58.3~55.5% 
(砂)であり， 280Cで処理した場合は，上記の順に
夫々 N.a.仔虫では 28.7--23.0%，63.4--57.0%， 
A'd.仔虫では 34.8--30.0%，66.7 _. 59.7%であつ
た。処理温度による鈎仔虫回収率の差違は，粘土で
は認め難t'が，砂では高温処理の方が梢高率であっ
た。叉粘土に於ける回収率は，砂l乙於けるそれより 
常に低率であった。 
恒温槽温度 450CK於ては，表3の如く鈎仔虫回 
収率は良好で， 2 --50Cで処理した場合は， N. a. 
仔虫では 74.8~69.3% (粘土)， 92.0--85.4%(砂)，
A. d.仔虫では 61.4~57;8% (粘土)， 94.7~83.5% 
(砂)であり， 280Cで処理した場合は，上記の順応 
夫々 N.a.仔虫では 66.8--60.6%，84.3 --78.9%， 
A.d.仔虫では 54.7~47.1%， 89.4~85.4%であっ 
Tこ。低温処理l乙於ける回収率は， A. d.仔虫の砂の 
場合以外は，何れも高温処理に於けるそれより高率 
であった。粘土lζ於ける回収率は，何れも砂に於け 
るそれより低率であった。 
恒温槽温度 350CK於ては，表4の如く鈎仔虫回
収率は前2例より良好で， 2 --50Cで処理した場合
は， N. a.仔虫では 86.0 ~83.8% (粘土)， 90.3---
86.8% (砂)， A. d.仔虫では 79.0~70.9% (粘土)，
第 2表 恒温槽温度 550CK於ける回収成績
種 主|構|脇陣A!?27iザl時|鰐|害虫事|EJlT27i捗
 
221 57 25.8 218 80 36.7 
来占 米占2~5 216 54 25.0 31.924.6 2---5 204 65 32.6 
23.1208 29.148 244 71ツア 
メ 28.7 34.8209 59 227 79ビ 
32.6 32.525.8 28 239 7828 217 56 25.8リ 土土 ー 30.023.0 217 65200 46 
カ 
鈎 355 207 58.3150 57.3262 
鈎 
168 55.6 56.553.7 54.2 2---5 3021462---5 272 
290 161 55.5135 51.7261 
砂砂 虫
仔
虫
仔
252 66.716863.4262 166 
273 64.157.3 28 175 63.559.2269 15428 
258 154 59.757.0256 146 
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第3表 恒温槽温度 450CK於ける回収成績
種|毒|鰐|日lE4lT274司法 片岡鰐|普~:I 思議 !?14成 
214 160 74.8 
米占 2--5 206 149 72.3 72.1 
218 151 69.3 
217 145 66.8ア ツ 
28 216 137 63.4 63.6土メ ヒ221 134 60.6 
リ 
ー237 218 92.0 
カ 221243 91.0 
鈎
267 228 85.4長句 2--5 89.4 
仔仔
砂 
虫 虫 
159 134 84.3 
28 132161 82.0 81.7 
166 131 78.9 
220 135 61.4 
粘 2--5 241 146 60.6 59.9 
204 118 57.8 
258 141 54.7 
28 231 116 50.2 50.7士 
227 107 47.1 
250264 94.7 
317335 94.6 
280 258 92.1 
2--5 89.6
260 231 88.9 
l砂 289 249 83.6 
228273 83.5 
278311 89.4 
269 87.528 307 87.6 
263 85.4308 
第4表 恒温槽温度 350C 1(.於ける回収成績
;1回(収% 平回(収%均〉率 率種!毒|構 私事|LZlT2fl転手l副主|鰐|普dlEJ

177 79.0224 
手占 74.5170 73.62--5 231 
158 70.9223ア ツ 
メ 70.5146207ヒ 
68.1149 67.422128土 
163 66.3一 246 
カ
鈎 286 91.7312 
鈎 
90.6 89.93172--5 350 
仔仔 270 87.4309 
砂 
虫 虫 87.6120137 
86.1 86.413015128 
85.5153179 
207 86.0178 
粘 2--5 207 177 85.5 85.1 
216 181 83.8 
221 180 81.4 
174 79.1 79.828 220土 
219 173 79.0 
298 269 90.3 
336 88.62--5 378 88.9 
249 86.8287 
砂
282 80.6350 
28 229 79.2 79.3289 
322 251 78.0 
91.7 --87.4%(砂)であり， 280Cで処理した場合 6の如く N.a.仔虫， A.d.仔虫ともに，回収前の
処理温度及び土壌による回収率の差違は認められ，4--79.0%1.8仔虫ではa.N.買に夫々1上記のは， 
80.6--78.0%，A. d.仔虫では 70.5~66.3%，87.6-- ず，回収率は低く前者では 15%以下で (A.d.仔虫 
85.5%であった。処理温度による回収率の差違は， の粘土の例は処理温度 28"Cで回収率がとくに低い)， 
A. d.仔虫の砂の場合以外は，何れも低温処理の方 後者では 10%以下の回収率であった。
が高率であった。土壌による回収率の差違は， N.a. 上記のことを示したのが図 2である。同図lζは次
仔虫では認め難いが， A. d.仔虫では粘土は砂より の実験成績即ち予め温度処理を行わず，恒温槽温度
低率であった。 350C，250C及び 150Cで， 12時間分離装置に作用さ
恒温槽温度 250C及び 150CIL.於ては，表 5及び表 せた回収成績も併記した。恒温槽温度別の鈎仔虫回
-1428ー 千葉医学会雑誌 第 35巻
第 5表 恒温槽温度 250CK於ける回収成績
積|毒|鰐|需品|思議|T27W1種陣鰐i叫 iEJIT27i掠 
1 207 1 28 1 1 246 1 30 1 12.2 1 13.5 
粘 2--51 218. I 26 I11.9 I12.0 粘 2--5 I 215 I 25 I11.6 I11.4 
ァ 2292711.8 ヅ 2222o I 9.0 
メ 219 I 31 I 14.2 ピ 215 1 14 1 6.5 
リ土 28 I 215 I 27 I12.6 I12.8 ー土 28 I 231 I 11 I 4.8 I 5.3 
1 1 1 223 1 .10 1-1 221 1 26 1 1.8 1 4.5 
カ
 
216 I 32 I 14.8 告句 213 1 26 1 12.2 

鈎 2--5 1 231 1 26 1 1.3 1 12.3 仔 2 --5 I 221 I 27 I12.2 I11.7 
1 1 205 1 22 1 . 1 252 1 27 1 10.7 1仔 10.7 
砂砂 

虫 244 I 29 I 11.9 虫 211 1 20 1 9.5 

28 1 248 1 29 1 7 1 11. 1 1 28 1 223 1 19 1 8.5 1 8.7 1 11. 3
184ム可 
232 I 24 I10.3 I 207 I 17 1. 8.2 1 
ー
円
5.44
第 6表 恒温槽温度 150 c.Cr於ける回収成績
種l副標(罪判LZlTl開R副捲IMlEA2bflbp 
q
i
Lnυ iTi 
8.6245235 12 
8.2 7.8粘 12--51 216 10 
ヅI -f612 ~~~
51
4.6 1
6.7ア I I 225 9 
吐
つ22 
可 
LHQd
91HA
d237 3.0 216
208557
一303
一 
一 広  
41 
11Z
441Z
3.0 
3.6 
4.2 
噌 i247 
FDQU
6.1 
223 
。 。ヮ “
ピニ
3.6 4.2 土
276
一円一
d 6.2
鈎仔虫
2--5 

243 
258 
262 
鈎 2--5

つ 
噌 
1A14
d1i
i268 4.1 
275 4.7 5.0 
仔
ァ 
噌 
L PP 
' ioonooo
302 6.0 266 
i293 250 
281 240 
虫|砂 噌 
ム噌
E当日
A
E4UQO5.5 
 284.828 
2.9 
収率は， N.a.仔虫， A.d.仔虫ともに同じ傾向を示 砂のそれより低率であった。
し，粘土では 350Cで最も高率で， 450C及び 550C 2) 分離装置の作用時間と鈎仔虫回収成績との関
では低下し，砂では 350C及び 450Cでほぼ同じ回収 係
率であったが， 550Cでは低下した。 250C及び 150C 表 7，8及び図 3の如く， N. a.仔虫， A. d.仔虫
では著しく低率で 15%以下であった。回収前の処 ともに，処理温度或いは土壌の如何Kかかわらず，
理温度による鈎仔虫回収率の差違について，恒温槽 実験開始後 10--15分で大部分回収され， 30分以後
温度 450C及び 350CIC::於ては， A. d.仔虫の砂の場 は殆んど増加しなかった。実験開始後 5分の回収率
合以外は，何れも低温処理の方が高率であったが， は， N. a.仔虫では粘土で 52.6--50.7%(低温処理)， 
550Cの砂では高温処理の方がかえって高率であり， 57.1~53.3% (高温処理)， 砂で 76.5--68.5%(低温 
250C及び 150Cでは差違が認められなかった。土壌 処理)， 73.1--67.5% (高温処理)であり， A. d.仔
による差違について，恒温槽温度 350C以上では， 虫では上記の順lζ夫々粘土で 46.0--37.3%，49.3--
350Cの N.a.仔虫以外は，何れも粘土の回収率は 42.8%，砂で 80.2--77.5%，80.6--77.8%であった。
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図2 恒温槽温度と鈎仔虫回収成績との関係 即ち砂では粘土より速かに多数の鈎
仔虫が回収された。
100 
アメリカ鈎仔虫〈粘土〉	 アメリヵ鈎仔虫〈砂) 予め温度処理を行わず室温で 12
，V%側、20 
。	 ~87.3% であり， A. d.仔虫では夫
100 
時間分離装置に作用させた回収成績
80 80 
は表 9の如くである。恒温槽温度 
収回 60率 収率回 60 	
350C [1:於ける回収率は， N. a.仔虫
40 40 
。
では粘土で 88.4~87.0%，砂で 91.6%、20)r
15 55 15 25混度35〈OC4)5 55 々78.0--72.3%，91.3~86.3%であ
E二コ 2-50Cで処理した場合 った。 250Cでは N.a.仔虫は夫々 
f2ZZI 280 Cで処理した場合
圃圃 予め温度処理を行わず 12時開分縦装置に作用させた場合
20.1---14.4%， 21.0---15.2%であり， 
A. d.仔虫では 15.9--12.7%，16.1 
グピ品.鈎仔虫(粘土〉 プピェ鈎仔虫(砂〉 --14.9%であった。 150Cでは N.a.
1∞ 1∞ 
25温度35〈。C45〉
円、 
。 
仔虫は夫々 10.0--7.6%，11.6--9.2 
80 	 80 
%であり， A. d.仔虫では 11.6--
0.E率 6 収率回 60 	 9.6%，10.6 ~7.8%であった。この
40 
9も40J 成績は図 21r併記したが，各恒温槽
〉(% 20
20 
温度で 12時間作用させても回収率
15 25 35 45 55 
。
の著しい増加をみない。 
(OC)温度 	  
伺収率(%) 
3) 可検土壌量と鈎仔虫回収成績
との関係
図3 分離装置の作用時間と鈎仔虫回収成績との関係 
表 10の如く 50g， 100g， 200g 
の土壌に約 100--110隻の N.a.仔
1∞ アメ 9カ鈎仔虫(粘土) .1∞ アメリヌE鈎仔虫(砂) 虫を撒布した場合の回収率は，粘土
ω ω 	 で夫々 82.5--79.2%， 82.2 --77.9 
nt65AUAUAu 	 々84.3----78.2%，83.8--77.3%，82.6 
'"-'61.6%であった。即ち 50--100g 
ι-_......-_..-一_..-一ー一-・nUAUAUnon'no %， 68.0 57.9%であり，砂では夫--80 回収率〈川河〉
の比較的少量の土壌に於ける回収率50 

40 40 は良好であったが， 200gの多量の
土壌では低下し，粘土は砂より更に
51530 60 5 15 30 60 

時間(分) 
2-50 Cで処理した場合 時間〈分〉
低率であった。
 
-・・・・・・ 2BO-Cで処理した場合 
100gの土壌に約 200--220隻の仔
虫を撒布した場合は，粘土で 87.1---
100官 グピエ鈎仔虫〈粘土〉 100 ヅピ=鈎仔虫(砂7 
81.5%，砂で87.7 ~80.7% の回収率
ω 
80 
70 思率 
、2 60咽~ 
50 
40 
であり， 200gの土壌に約 400--420
90 
隻の仔虫を撒布した場合は，夫々 
80 
67.7~61.4%，76.3--72.2%回収さ
回R704率	 れた。即ち一定の土壌量に異った仔
虫数を撒布した場合，回収率の明ら.	60%〈、』， 
50 
かな差違は認められなかった。 
40 
4) 350Cの可検土壌内の鈎仔虫を
5 15 30 60 5 15 30 60 恒温槽温度 35
0C及び 450Cで回
時間(分〉 時間(分) 収した場合
予め所定の標本を準備し，各所定 
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第 7表 分離装置の作用時間と鈎仔虫回収成績との関係(粘土)
種 処温(OC理度~I 作時(分用間I1 也1l雪J，:_l>，出古J匹Z 思議iT27
247 130 52.6 
5 223 117 52.5 51.9 
219 111 50.7 
221 184 83.3 
2 10 207 169 80.9 81.5 
219 176 80.4 
ア 5 218 189 86.7 
15 226 184 81.4 83.0 
214 173 80.8 
メ
211 180 85.3 
30 220 186 84.6 84.8 
リ 208 176 84.6 
207 178 86.0 
カ 207 177 85.5 85.1 
216 181 83.8 
長句 238 136 57.1 
5 223 127 57.0 55.8 
214 114 53.3 
仔 
212 174 82.1 
10 237 190 '80.2 80.5 
虫 230 183 79.1 
28 221 177 80.1 
15 273 217 79.5 79.4 
265 208 78.5 
263 213 81.0 
30 231 184 79.7 80.1 
222 177 79-.7 
、 
221 180 81.4 
60 220 174 79.1 79.8 
219 173 79.0 
期間後回収したものである。表 11の如く恒温槽温

度 350 C!r.於ける N.a.仔虫回収率は， 1日後粘土

で 16.8"，，-，9.4%，砂で 67.0"，，-， 62.4%であったが， 3日
 
以後の標本では著しく減少し， 7 日後粘土で 2.1~

0%， 砂で 2.9~09るしか回収されなかった。 450C

に於ては， 1日後粘土で 49.0 ~ 42.6%，砂で 72.1~

69.8%の回収率であり， 7 日後でも粘土で 27.3~

23.1%，砂で 34.6--29.3%回収された。即ち恒温槽
同罪判刺繍観|弘主|思議!?|時
 
222 
 46.0102 

44.8
103
230 

5 
 43.9 
 42.3
221 
 97 

90 
 39.7
227 

37.3
217 
 81 

145 
 63.9
227 

2 
 178 
 61.4 
 61.8
10 
 290 

213 
 60.1
128 

ツ 5 
 231 
 167 
 72.3 

15 
 219 
 154 
 70.3 
 70.1 

223 
 151 
 67.7 

ビ 
221 
 176 
 79.6 

30 
 234 
 169 
 72.2 
 73.7 

224 
 155 
 69.2
一 ー 
224 
 177 
 79.0 
231 
 170 
 73.6 
 74.5
|印
鈎 223 
 158 
 70.9 

229 
 113 
 49.3 

5 
215 
 46.1
99 
 46.1
仔 
231 
 99 
 42.8 

236 
 146 
 61.9 

虫 10 
 239 
 136 
 56.9 
 58.1 

223 
 124 
 55.6 

223 
 153 
 68.6
28 

15 
 216 
 147 
 68.1 
 66.7 

208 
 132 
 63.5 

221 
 155 
 70.1 

30 
 247 
 163 
 66.0 67.1 

224 
 146 
 65.2 

207 
 146 
 70.5 

60 
 221 
 149 
 67.4 
 68.1 

246 
 163 
 66.3 

温度 450Cで回収した成績は良好であり， 日数の経
過とともに次第に減少した。
IV 者按及び小括
従来 Baerrnann法は鈎仔虫の向温性或いは向水 
性を応用したものといわれているが，なお不明な点
が少くない。乙乙において更に回収法を検討するこ 
とは意義あるものと考える。 
鈎仔虫の向温性に関して平井 (1929)，Fulleborn 
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第8表 分離装置の作用時間と鈎仔虫回収成績との関係(砂) 
種|間関ItER事lL到月罪判育成|種間関|害虫事1EJlf27平回(収%均率〉 
272 208 76.5 
5 268 192 71.6 72.2 
257 176 68.5 
262 239 91.2 
10 267 241 90.3 90.0 
272 241 88.6 
2 
227 208 91.6 
15 210 186 88.6 89.3 
ア 5 218 191 87.6 
217 197 90.8 
メ 30 218 191 87.6 88.3 
206 178 86.4 
リ 298 269 90.3 
60 378 336 88.9 88.6 
287 249 86.8 
カ 
234 171 73.1 
5 211 149 70.6 70.4 
長句 212 143 67.5 
209 155 74.2 
仔 
10 222 164 73.9 73.1 
212 151 71.2 
28 220 171 77.7虫 15 207 157 75.9 76.5 
219 166 75.8 
231 - 184 79.7 
30 209 161 77.0 76.2 
213 153 71.8 
350 282 80.6 
60 289 229 79.2 79.3 
322 251 78.0 
262 210 80.2 
5 257 205 79.8 79.1 
253 196 77.5 
268 229 85;5 
10 255 209 82.0 81.7 
252 196 77.8 
2 
226 203 89.8 
15 232 205 88.4 88.7 
ツ 5 230 202 87.8 
212 190 89.6 
ビ 30 235 208 88;5 88.7 
207 182 87.9 
312 286 91.7 
 ー 60 350 317. 90.6 89.9 
309 270 87.4 
鈎 278 224 80.6 
5 268 211 78.7 79.0 
261 203 77.8 
仔 257 204 79.4 
10 258 203 78.7 78.0 
267 203 76.0虫 
28 275 225 ‘ 81.8 
253 206 81.4
15 80.1
269 213 79.2 
267 208 77.9 
251 218 86.9 
276 238 86.2 
84.630 
281 237 84.3 
257 208 80.9 
137 120 87.6 
60 151 130 86.1 86.4 
179 153 85.5 
(1932)，分島(1933)等の報告があるが，三谷 
(1957)は同心円的は温度勾配が変化する実験場の
周辺部(低温部)rc置かれた鈎仔虫は中心部(高温
部)rc向って運動し，中心部lζ達して不適当な環境
であるにもかかわらず脱出傾向なく運動を停止し，
遂K死滅すると述べて向温性を認めている。著者の
実験;ど於ても，鈎仔虫は漏斗脚末端部のゴム管底
に殆んど集ることなく保温された管部にあり，三谷 
の報告した事実と似た現象が見られた。 Cort等 
(1922)の方法では，鈎仔虫はその重さによって漏
斗内の水中を沈下しゴム管底K集るが，著者の考案
した装置は漏斗管部のみ保温したので， 550C等の高
温でもその部に止っていたものであらう。
著者は Baermann法は鈎仔虫の向温性を利用し
たものであれば，漏斗内の水温と可検土壌の温度と
の差を与えれば良好な成績が得られると考え，予め
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第9表 予め温度処理を行わず室温で12時間分離装置に作用させた鈎仔虫回収成績
判事|構LzlpJTlW141器問dlE4ff|ザ 
259 229 88.4 209 163 78.0 
35 249 219 88.0 87.8 35 211 157 74.4 74.9 
手占 
231 201 87.0 来占 
224 162 72.3 
214 43 20.1 208 33 15.9 
25 227 36 15.9 16.8 25 221 31 14.0 14.2 
ア 
243 35 14.4 
ツ 213 27 12.7 
メ 土 220 22 10.0 ヒ 土 207 24 11.6 
15 218 20 9.1 8.9  ー 15 223 23 10.3 10.5 
カ 225 17 7.6 219 21 9.6 
鈎
長句 296 271 91.6 275 251 91.3 
仔 
35 276 248 89.9 89.6 仔 35 233 211 90.6 89.4 
267 233 87.3 241 218 86.3 
虫 虫 
45 21.0 218 35 16.1 
砂 25 219 41 18.7 18.3' 砂 25 213 32 15.0 15.3 
231 35 15.2 221 33 14.9 
28 11.6 226 24 10.6 
15 26 11.2 10.7 15 231 21 9.1 9.2 
21 9.2 217 17 7.8 
土壌を 2~50C 及び 280C ~L 30分間処理後回収を行 となく止っていると考えられ，室温24--320C，恒温
った。恒温槽温度 450C及び 350CK於ては， A. d. 槽温度 350Cで回収した場合は，土壌温度は凡そ
仔虫の砂の場合以外は，何れも低温処理の方が高い 30--330Cであるから，活綾な運動を生じなかった
回収率を示したが， 550Cの砂では高温処理の方がか ものと推測される。したがって回収前に長く置かれ
えって高率であり， 250C及び 150Cでは差違が認め た環境温度より高い温度を土壌に加えて，鈎仔虫の
られなかった。 運動を刺激する必要があらう。乙のことは土壌内鈎
鈎仔虫の活動する温度範囲に関して，白坂(1958) 仔虫が長く同じ温度下K置かれた場合の馴れの現象
は種類によって異り， N.a.仔虫では 12.5--300C ともみられ，興味ある問題であるとともに，夏期に
で， A. d.仔虫では 12.5--450Cであり，運動するた Baermarnn法を応用して自然界の土壌から鈎仔虫
めの至適温度は， N.a.仔虫で 20--22.50C，A.d. を検出するに当って留意すべきことである。又恒温
仔虫では 27.5--300Cであると述べている。安田等 槽温度250C及び 150Cでは，鈎仔虫の運動し得る温 
(1957)は漏斗内の水温30--350Cで最も良好な回 度範囲iとあるにもかかわらず回収率は著しく低く，
収成績を得られたことから，安羅岡 (1955)の述べ 予め土壌を低温処理して温度差を与えても，或いは
た犬鈎仔虫の温度比対する動性についての結果によ 12時間作用させても回収率の著しい増加をみない。
く一致するとして， Baermann法は鈎仔虫の温度 したがって上記の ζ とから， Baermann法は鈎仔
K対する動性を利用したものと推測している。 虫の温度に対する動性を利用したものであるという
土壌に N.a.仔虫を撒布して 350Cの恒温下に置 安田等の推測は，なお検討しなければならない問題
き，所定期間後恒温槽温度 350Cで回収した場合の であらう。著者はむしろ高温に於ける鈎仔虫の温度
回収率は著しく低く， 450C IL:於ては 350Cより良好 差に対する一種の動性Kよるものと考える。
な成績が得られた。白坂の述べた N之a，仔虫の運動 恒温槽温度 550CIL:於てはかえって回収率が低下
する温度範囲K照合すると， 350Cはそれより高温 するが，このような高温では鈎仔虫は障碍されるた
にあたり，土壌内の N.a.仔虫は殆んど運動するこ めであらう。著者の実験では，恒温槽温度 350C及
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第 10表 可検土壌量とアメリカ鈎仔虫回収率との関係
回収率\~マ努加害TlI毒ltTl葬品1E虫事
50 
108 
108 
101 
92 
91 
80 
85.2 
84.3 
79.2 
82.9 
手占 
100 
101 
103 
104 
83 
83 
81 
82.2 
80.6 
77.9 
80.2 
土 
100 
200 
200 
201 
205 
222' 
103 
106 
115 
110 
102 
403 
408 
411 
415 
401 
175 
177 
181 
70 
68 
72 
66 
59 
273 
269 
261 
257 
246 
87.1 
86.3 
81.5 
68.0 
64.2 
62.6 
60.0 
57.9 
67.7 
65.9 
63.5 
61.9 
61.4 
85.0 
62.5 
64.1 
び 450Cで良好な回収率を示し，かつ処理温度の影
響が他の場合より明らかに認められた。 Baermann
法に於ける温度域は，可検土壌に加えられる温度 
が鈎仔虫を刺激し，活溌な運動を生ずる温度で，
30 ~350C 或いはそれ以上 400C までであり， しか
も回収前に長く置かれた環境温度-より，高い温度を
土壌に加える必要があらう。
鈎仔虫の向水性或いは向湿性に関して; Looss 
(1911)は土壌表面が乾燥すると仔虫は土壌内l乙潜
入し水を加えると速かに再び表面に現われることを 
観察し， Augustine (1922)等もこの乙とを認めて
いる。叉鈎仔虫を含んだ少量の土壌をスライドガラ
ス上K置き水を加えると，仔虫は土壌を離れて縁l乙
向って速かに運動することは，しばしば観察初れる
ところである。 Cort等は Baermann法に於ては，
可検土壌を湿潤状態にする程度がよく，漏斗内の水
によって土壌が浸漬された状態では，かえって回収
率が低下すると述べ，浸漬された状態では多量の土
壌粒子が漏斗内に沈下するので，鈎仔虫の瀞出を妨
げるためであらうと推測している。
士壌 I土(壌 ~I 古同誌加害g)量 ¥撒仔虫布数¥回仔虫収数¥回(収%率 ナ 
砂 
50 
108 
108 
107 
101 
91 
88 
86 
79 
84.3 
81.5 
80.4 
78.2 
81.1 
100 
111 
112 
101 
119 
93 
93 
79 
92 
83.8 
83.0 
78.2 
77.3 
80.6 
219 192 87.7 
100 215 180 83.7 84.3 
228 ‘ 184 80.7 
200 
109 
112 
103 
105 
112 
90 
84 
76 
69 
69 
82.6 
75.0 
73.8 
65.7 
61.6 
71.7 
200 
405 
418 
406 
410 
309 
313 
297 
296 
76.3 
74.9 
73.2 
72.2 
74.1 
土壌内鈎仔虫は土壌粒子の間隙はあり，土壌表面
が水で、覆われるとその上に現われるものであるから，
Baermann法に於ても，土壌の間隙に仔虫が運動
するのに充分な水分があれば，土壌を離れて漏斗内 
の温水中児激出し，水分が不足すれば容易に瀞出し
得ないと考えられる。叉可検土壌が漏斗内の水で表
面まで浸漬された状態では，土壌粒子の間隙に更に
充分な水分があるためかえって間隙に止り，湿潤状 
態の土壌に比して回収率が低下すると考えられる。
Cort等時浸漬された土壌では， 6~24 時聞はかな
り回収率が増加すると述べているが，その聞に漏斗
ー内の水分が多量に発散して，土壌が仔虫の瀞出l乙適
当な湿潤程度になるためであらう。恒温槽温度 350C
に.於て， 200gの多量の土壌からの N.a.仔虫の分
離は， 50~100g の比較的少量の土壌に比して回収
率が低下したが，飾に盛られた土壌の厚みが関係
し，三枝 (1955)も述べた如く，上層部からの仔虫
の沈下氏長時間を要するとともに，上層部では仔虫
の運動に必要な水分が不足することも一因と思われ
る。若し小さい簡に更に多量の土壌を盛れば，下層
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第 1表	 350Cの可検土壌内のアメリカ鈎仔虫を恒温槽温度 350C
及び 450Cで回収した成績
樹君虫引界虫刻 T27|号zPIli:除隊1普虫Z1PJiT2f河原 
101 17 16.8 104 51 49.0 
1 97 13 13.4 13.2 1 103 50 48.5 46.8 
手占 106 10 9.4 手占 101 43 42.6 
103 3 2.9 97 36 37.1 
3 97 2 2.1 2.3 113 40 35.4 35.3 
106 2 1.9 116 39 33.6 
1 1.0 105 37 
5 100 1 1.0 1.0 5 102 31 30.4 30.9 
106 1 0.9 97 26 26.8 
土 
96 2 2.1 土 110 30 27.3 
7 109 1 0.9 1.0 107 27 25.2 25.2 
102 。。 104 24 23.1 
350 C 450 C 
106 71 67.0 111 80 72.1 
1 96 63 65.6 65.0 102 72 70.6 70.5 
109 68 62.4 106 74 69.8 
95 19 20.0 109 57 
3 101 20 19.8 18.6 3 110 53 48.2 49.6 
砂 105 17 16.2 砂 96 46 47.9 
98 4 4.1 106 45 42.5 
5 107 4 3.7 3.6 5 103 42 40.8 41.1 
101 3 3.0 107 43 40.2 
104 3 2.9 104 I 36 34.6 
7 109 1 0.9 1.3 103 33 32.0 32.0 
98 。。 99 29 29.3 
部は漏斗内の水で浸漬され，上層部は仔虫の運動民 間でよいと考えられる。
水分の不足する状態になる。したがって可検土壌の 小 括
量lζ応じて分離装置の大きさを考慮するとともに， 1) Baevmann法を改良した鈎仔虫分離装置を
土壌の厚みと鈎仔虫回収成績との関係について，更 用い，土壌内鈎仔虫の回収法を検討した。 
K検討する必要があらう。 2) 恒温槽温度別の鈎仔虫回収率は， N.a.仔虫，
粘土陀於ける鈎仔虫回収率は砂より低率であった A. d.仔虫ともに同じ傾向を示し，粘土では 350Cで
が，粘土の粒子が鍛密でその間隙が狭小であり，砂 最も高率で， 450 C及び 550 Cでは低下し，砂では
に比して仔虫が充分運動し得ないためとも考えられ 350C及び 450Cでほぼ同じ回収率を示し 550Cでは
る。 低下した。 250C及び 150Cでは著しく低率で 15%
分離装置の作用時間は，可検土壌量或いは土壌の 以下であった。
厚みに関係しているが， 著者の実験では 50gの土 3) 回収前の処理温度による鈎仔虫回収率の差違
壌は 1cm以下の厚みであり，恒温槽温度 350Cで は，恒温槽温度 450C及び 350Cの場合は， A. d.仔
実験開始後 10--15分で大部分回収され， 30分以後 虫の砂の場合以外は，何れも低温処理の方が高率で
は殆んど増加しなかった。したがって少量の圭壌か あったが， 550Cの砂では高温処理の方がかえって
らの鈎行虫分離では，分離装置の作用時間は 30分 高率であり， 250C及び 150Cでは差違が認められな
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かった。
4) 土壌による鈎仔虫回収率の差違は， N.a.仔
虫， A. d.仔虫ともに，恒温槽温度 350C以上lζ於て
は， 35
0
Cの N.a.仔虫以外は，粘土の回収率は砂
より低率であり， 250C及び 150Cでは差違が認めら
れなかった。
5) 50gの可検土壌内の N.a.仔虫， A. d.仔虫
はともに，恒温槽温度 350CK於て，実験開始後 10
...15分で大部分回収され， 30分以後は殆んど増加
しなかった。叉実験開始後 5分の砂の回収率は粘土 
より高率であり，砂では粘土より速かに多数の鈎仔
虫が回収された。
6) 50 100 gの比較的少量の可検土壌内の N.""，-， 
a.仔虫回収率は良好であったが， 200gの多量の土
壌では低下し，粘土では砂より更に低率であった。
7) 350Cの湿潤土壌に長く置かれた N.a.仔虫
の恒温槽温度 350C Ir於ける回散率は，放置3日以
後著しく減少し， 7日後粘土で 2.1---0%，砂で 2.9
---0%しか回収されなかったが， 450C Ir於ては回 
収率が良好であり，日数の経過とともに次第K減少
し， 7日後でも粘土で 27.3--23.1， %砂で 34.6--
29.3%回収された。
第 IV章 土壌内鈎仔虫の生存に及ぼす諸要因の検
討
I まえがき
土壌内鈎仔虫の生存K及ぼす環境条件として，気
温，土壌温度，土壌湿度等の外 K， 自然界の天候
〈風雨， 陽照り等〉も関係し， これらが複雑K給合
わされて仔虫に影響を与えている。
Leuckart (1868)は成熟犬鈎仔虫は，鞘に貯えら
れた栄養物を消費しながら生存し，徐々に頼粒(栄
養物)を失い，遂に虫体は透明になって死滅すると 
いい， Looss (1911)ほ虫体内の頼粒が生存期聞を
決定し，温度は仔虫の運動に強く影響を及ぼすの
で，低温では高温より長く生存すると述べている。 
Leichtenstern (1887)，Lambinet (1902)，Her-
man (1905)，Looss (1911)，Cort (1922)等は鈎
仔虫の脱鞘について述べたが， Augustine (1922) 
は高温の土壌内で多くの鈎仔虫が脱鞘することは，
仔虫の生存に影響を及ぼすこともあらうと考察して 
l'る。
適温の水中l乙於ける鈎仔虫の生存期聞について， 
Leichtenstern (1887)，Oliver (1910)，Perroni-
cito (1913)，Nicoll (1917)等によってかなり以前 
から報告されている。 Nicollは充分な湿度があり 
高熱が加わらなければ，鈎仔虫は数ヶ月乃至 1年以
上にわたって生存すると推測し，実験室内の 160C
の水中で 18ヶ月以上生存させるととが出来たと述
べている。
土壌内鈎仔虫の生存lとは土壌湿度が重大な影響を 
及ぼし，石川I(1953)は仔虫の発育及び生存期間は，
土壌の性状そのものに影響されるものでなく，土壌 
内K含まれる水分量Kよると述べている。叉毛受
影Kは感染期鈎仔虫の抵抗力は湿度の高低2):39(1
響されるが，仔虫の置かれている環境物質の性状に
よって乾燥に至る遅速を生じ， したがってその生存 
期間も変化し，完全乾燥の下では長期間耐えられな 
いと述べている。
低温の鈎仔虫K与える影響について，松崎 (1931)， 
小宮 (1956)，磯田 (1958)，白坂.(1958)等の報告
があり，何れもアメリカ鈎仔虫の抵抗力はヅビニ
鈎仔虫より弱いとしている。南崎 (1928)， 若松 
(1953)は冬期比鈎仔虫は生存し得ないと報告して
いるが，三谷 (1955)は冬期鈎仔虫は一時土壌内よ
り消失するらしいと述べて，一地区で少数のヅピニ
鈎仔虫を検出している。 
Augustine (1923)，松崎 (1931)等の報告によれ
ば， 150 Cの如きー比較的低温では 270CIL比して鈎仔
虫は著しく減少するが，生存期間はかえって延長す 
るという。
近年鈎仔虫の生態lζ関して多数の研究者により報
告されてきたが，実験室内で土壌湿度を長く一定に
保持させるととが困難であるため，土壌湿度，土壌
の性状等の鈎仔虫l乙及ぼす影響花関しては不明な点 
が多い。そこで著者は諸家の報告を参考lとして更は
検討した。
II 実験材料及び実験方法
(1) 実験材料 
1) 鈎仔虫
培養後 1--2週のアメリカ鈎仔虫(以下 N.a.仔
虫と略す〉及び犬鈎仔虫(以下 A.c.仔虫と略す〉
を用いた。 N.a.仔虫は第 E 章で述べたと同じ同鈎
虫単独寄生者から得， A.c.仔虫は当教室で飼育し
ている犬から得たものである。犬の排世便を採取す
るには，犬を戸外運動lζ連れ出し，排世されつつあ
る糞便を直接清浄なコップに受けて，地面l乙落ちて
汚染されないように注意した。 
2) 土壌 

第 E 章で述べたと同じ粘土及び砂を用いた。
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(2) 実験方法
土壌 50gを直径 8.5crn，深さ 2.0cm，容量 100cc
のシャーレにとり，粘土には 22g(湿度約 30%)，
砂には 12g(湿度約 20%)の憾過水を加えて湿潤状
態とし， その上K N.a.仔虫及び A.c.仔虫約 100
隻を撒布した。湿潤土壌に於ける実験ではシャーレ
の蓋をして乾燥を防ぎ， 1週間毎記憶過71，を加えて
湿潤状態を保ち， 350C，30oC，200C及び 0--20Cの
恒温下に置いた。土壌の乾燥に対する実験ではシャ
ーレの蓋を時々開いて，次第に土壌湿度の減少する
条件をつくり， 350C及び 300Cの恒温下に置いた。
乙れらを一定期間後分離装置に作用させて， 1持出し
た仔虫を回収した。対照として直径 3crn，高さ 10 
crn，容量 50ccの沈澱管に約 10gの櫨過水ととも
に鈎仔虫を入れて土壌と同温度K置き，高温では時
々、暗過水を加えて乾燥を防ぎ，同一期間後 50gの
砂lζ撒布して分離装置で回収した。 300C及び 0--
20C I乙置いた土壌の場合は，回収する恒温槽温度は 
350Cで， 350Cの土壌では 450C，200Cの土壌では冬
期室温が低下して凡そlOoCであったが， 初め誤っ
て 350Cで回収したため著しく低い回収率であり，
途中から 40~430C とした。乙の実験は昭和 33 年 6
月より同 34年 3月までの聞に行った。 
III 実験成績 
(1)ι350Cに於て鈎仔虫のうける影響 
1) 湿潤土壌K於ける影響
表 12aの如く， N.a.仔虫， A.c.仔虫ともに日
数の経過にしたがって回収率が低下した。 N.a.仔
第 12表 a 350Cの湿潤土壌に於ける回収成績
程|主|鵠|普虫事|思議l
T27|月罪判種同|報
 罪dlEJlT27|司法
 
113 30 26.6 139 79 56.8 
7 106 27 25.5 24.7 107 54 50.5 51.5 
京占 104 23 22.1 京占 119 56 47.1 
99 9 137 41 29.9 
104 8 7.7 7.9 14 122 27 22.1 24.5 
ア 21 
103 
98 
101 
107 
7 6.8。。 。。 。。。 犬 21 
108 
143 
102 
109 
23 
32 
19 
16 
21.3 
22.4 
18.6 
14.7 
18.6 
メ 土 土 111 9 8.1 
リ 鈎 
109 
98 
5 
4 
4.6 
4.1 
5.6 
カ 107 49 45.8 、 
107 45 42.1 42.4 
鈎 102 40 39.2 
仔
33.6 111 70 63.1 
仔 
99 33 33.3 31.7 7 106 62 58.5 59.7 
虫 103 
107 
29 
25 
28.2 
23.4 虫 
115 
101 
66 
57 
57.4 
56.4 
砂 103 21 20.4 21.2 砂 14 104 53 51.0 52.0 
96 19 19.8 99 48 48.5 
21 
99 
。 0.6。 21 
126 
111 
106 
57 
41 
37 
45.2 
36.9 
34.9 
39.0 
104 19 18.3 
28 107 15 14.0 15.2 
98 13 13.3 
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第 12表 b 350Cの水中の鈎仔虫を回収した成績
平回く収%均dlEJ112f積|時間1育成lT271種|舘|叫|思議 率〉 
104 
 87 
 83.7 

7 
 110 
 80.9
89 
 80.0 
110 
 75.5
83
犬 
105 
 84 
 80.0 
14 
 115 
 90 
 78.3 
 78.7
手句 
136 
 106 
 77.9 

カ 
105 
 75 
 71.4
多句 仔 
102 
 70 
 68.6 
 67.9
21 

仔 
107 
 68 
 63.6 

虫虫
43.8
112 
 49 

39 
 38.2 
 39.9
28 
 102 

37.0127 
 48 

ア 
メ 
リ 
68.6
102 
 70 

62.07 
 108 
 67 
 63.6 

59 
 60.2
98 

43.0107 
 46 

40.6
96 
 39
14 
 41.1 

39.8
103 
 41 

98 
 11.2
11 

7.6 
 7.9
21 
 91 
 7 

4.9
102 

。
5 
。151 
 。。 。28 
 106 
 。。92 

虫は 21日後粘土では全く回収されず，砂でもわづ

か1.9--09るしか回収出来なかったが， A. c.仔虫

では粘土で 22.4--14.7%，砂で 45.2--34.9%の回収

率であり， N. a.仔虫は A.c.仔虫より速かに減少

した。 A.c.仔虫では 28日後も粘土で 8.1--4.1%， 

砂で 18.3--13.3%回収され，なお生存することが認

められた。粘土に於ける回収率は砂より低く， 7日

後では， N.a.仔虫は粘土で 26.6--22.1%，砂で 33.6
 
'"28.2%であり， A. c.仔虫では粘土で 56.8.-..-47.1
 
%，砂で 63.1--57.49るであった。
鈎仔虫を'350Cの水中に入れ，土壌と同一期間後 
50gの砂に撒布して分離装置で回収した対照では，
表 12 bの如く， 7日後 N.a.仔虫で 68.6--60.2%， 
A. c.仔虫で 83.7--75.5%の回収率で， 21日後では
夫々  11.2--4.9%，71.4--63.6%であり，何れも湿潤
状態の土壌に於ける回収率より高率であった。
上記のことを図に示したのが図 4であるが， N. a. 
仔虫は A.c.仔虫より速やかに減少し強く温度の影
響をうけている。 
2) 土壌の乾燥による影響

表 12cの如く N.a.仔虫では，土壌

度の砂で 25.0--21.4%の回収率であり， 湿潤土壌
に於ける粘土の 22:4--14.7%，砂の 45.2--34.9%ょ
り低率であった。しかし A.c.仔虫は砂に於て， 5%

以下の土壌湿度にも耐える乙とが認められた。

(2) 300Cに於て鈎仔虫のうける影響
め湿潤土壌K於ける影響
表 13aの如く， 28日後 N.a.仔虫では粘土で
1.8 --0%，砂で 42.6--42.2%，A. c.仔虫では夫々 
34.8--27.8%，•63.9--56.3%の回収率であり，とも
になお生存するととが認められた。粘土lと於ける回
収率は砂より低く， N. a.仔虫では 7日後粘土で 
31.3 --29.2%，砂で 61.4--6L2%であり， A. c.仔
虫では 10日後夫々 50.0--40.4%， 78.0 ~74.5%で
あった。
鈎仔虫を 300 Cの水中花入れ，土壌と同一期間後

回収した対照では， 表 13 bの如く， N.a.仔虫で
 
7日後 75.7--71.2%，A. c.仔虫では 10日後 86.1--
81.7%の回収率であり， 28日後では夫々 49.5---44.9

%， 	 83.8-'76.5%であった。
上記の乙とを図に示したのが図 5であるが， N.a. 
図4 350Cの湿潤土壌に於て鈎仔虫のうける影響 
湿度の減少が非常に緩慢でかっその差が
少かったために，温度の影響で述べた成 1∞ アメリカ鈎仔虫 100・ 犬鈎lf虫 
績とほぼ一致し，土壌湿度の影響はあま
80 ω 
り明らかでなかった。しかし砂に於て 白60
 
14日後凡そ11--139るの土壌湿度で 10.3 塁40
 収率 
)ハ%40 
。
 
f!可ω 
--7.2%の回収率で，湿潤土壌の 23.4-- % 

19.8% に比して低率である例もあった。 ~20。

A. c.仔虫では 21日後凡そ 10%前後の 14 21 28 7 
臼14数'.(日2〉 28
1 

湿度の粘土で 8.0--7.0%，5%以下の湿
日数〈日) 
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種|事|間接l堅調思議lTi耕作|判官副議iMlPJiT271弘子 
39 39.823.5 98 
7 24.1 104 40 38.4 36.5 
粘 23.2 94 29 
30.9 
15.5 26 24.3 
14 15.9 96 20 20.8 20.7 
15.7 102 17 16.7 
9 8.0 
21 10.11 107 8 7.5 7.5 
10.01 100 7 7.0 
土 。 。
280.4 99 。。 。 
105 。。
68 
7 I 15.3 I 106 62 58.5 60.2 
15.2 I 101 59 58.4 
48 44.9 
砂 14 ¥ 10.3 I 103 43 41.8 40.6 
10.7 ¥ 114 i 35.1 
108 25.0 
21 1 3.6 94 23.4 23.3 
4.9 98 21 21.4 
0.61 114 。 。 
28 0.6 108 。 。， 。 
0.6 96 。 。
仔虫の回収率はA.c.仔虫より低率
であるけれども， 7~10 日以後の童話 図 5 30
0Cの湿潤土壌に於て鈎仔虫のうける影響
プメ';IJ鈎仔!R ブミ鈎仔虫少する速さはほぼ同様である。 1ω 1∞ 
2) 土壌の乾燥による影響 ω 80 
表 13cの如く， N. a.仔虫は 21
率 60間収
日後凡そ 11~昔前後の湿度の砂で， 40 今》らm率図収h 的40 
わづか 4.4~2.1% しか回収されなか
ったのに対して， A. c.仔虫では湿 F「 。
度が 4.6%に減少したにもかかわら ，7 日14数 t2日1〉 28 10 15 21 28 回数(日)
ず 36.9--34.8%の回収率を示し， cコ粘土1<:於げる成績 
N..a.仔虫は A.c.仔虫より土壌湿 rl21ZI 砂1<:於ける成績
度の減少に対して抵抗力が弱い。 '.園田 水中の鈎仔虫を回収した戚績〈対照〕
しかし N.a.仔虫でも 28日後凡そ
ア 
メ
リ
カ 
鈎 
仔 
虫 
、、 
粘 
土
砂 
1mlw 
17 ¥ 25.7 98， 
25.3 i 116 
14 ¥ 22.1 ¥ 111 
24.8 i 101 
18.1 98 
21 17.6 101 
17.9 107 
18.9 
5 18.6 94 
18.6 112 
16.5 103 
7 17.1 104 
16.8 106 
11.8 117 
14 13.1 96 
12.0 

21 I 10.4I 93 

9.51 117 
27 
24 
25 
7 
8 
4 
41 
37 
40 
33 
30 
24 
12 
8 
7 
。。。。 。
。
 
24.5 23.7 
21.5 
7.2 
7.2 6.1 
4.0 
。。 。犬。 
39.8 
39.4 
35.7 
32.0 
28.8 
22.6 
10.3 
8.3 
主句 
38.2 
仔
27.8 
虫 
8.7 
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第 13表 a 300Cの湿潤土壌に於ける回収成績 
吊(管制41E41727円罪判種|毒|管謝罪虫事lLl時塁T27[
来占
7 
99 
106 
113 
31 
32 
33 
30.2 
29.2 
30.2 
ア 
メ 
土 
カ 
長却 
仔 
、 
虫丸 
，砂 
14 
21 
28 
7 
14 
21 
28 
104 
104 
107 
109 
98 
109 
125 
111 
114 
106 
103 
97 
102 
112 
115 
98 
106 
101 
109 
116 
13 12.6 
12 11.5 
11 10.6 
9 8.4 
6 5.5 
3 3.1 
2 1.8 
2 1.6。。 
70 61.4 
65 61.3 
63 61.2 
54 55.7 
53 52.0、 
56 50.0 
53 46.1 
41 41.8 
44 41.5 
43 42.6 
46 42.2 
49 42.2 
11.6 
5.7 
1.2 
61.3 
52.4 
43.3 
42.3 
5%前後の砂では 2.0--0.9%回収された。 A.c.仔
虫の砂に於て， 21日後 4.6%の湿度であった 2例は
36.9--34.8%回収されたが，他の 1例は 1%以下の
湿度となり仔虫を見出すことが出来なかった。叉粘
土K於て 28日後 3.8%の湿度であった 1例は 3.0%
回収されたが，他の 2例は 1%以下の湿度となり仔
虫を回収することが出来なかった。
(3) 200Cの湿潤土壌に於て鈎仔虫のうける影響
表 14の如く， N. a.仔虫は 28日後粘土で 11.1--
10.2%，砂で 50.5--46.5%，A. c.仔虫は 35日後夫
犬 
鈎 
仔 
虫 
来占 
106 53 50.0 
10 100 47 47.0 45.8 
109 44 40.4 
108 42 38.9 
14 117 45 38.5 37.5 
111 39 35.1 
111 38 34.2 
21 103 34 -33.0 32.8 
土 
116 36、 31.0 
138 48 34.8 
28 101 32 31.7 31.4 
108 30 27.8 
127 99 78.0 
10 102 78 76.5 76.3 
98 73 74.5 
104 76 73.1 
砂 14 103 宅 72 69.9 68.5 
136 85 62.5 
100 69 69.0 
21 94 61 64.9 63.6 
114 65 57.0 
119 76 63.9 
28 166 104 62.7 60.9 
103 58 56.3 
々 11.6--9.6%，37.2 --33.6%回収され，ともにな
お生存することが認められた。粘土K於ける回収率 
は砂より低く， N. a.仔虫では 14日後粘土で 35.5
，_31.4%，砂で 79.2--70.1%であり， A. c.仔虫で
76，_89.3，、30.1%--33.0は夫々 7.4%であった。 
日後の回収率が著しく低いのはぴ印)，誤って恒温
槽温度 350C，室温凡そ 100C前後で回収したためで 
ある。
鈎仔虫を 200Cの水中に入れた対照では， N. a. 
仔虫は 14日後 78.8--77.6%，A. c.仔虫は 86.1--
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第 13表 b 300Cの水中の鈎仔虫を回収した成績
種 i菅窓 ltJJ|忠市詑 I~帆中| 種	 E虫益和 1マ司詰加古 I 子平回(収%均率) 1l 1血日盟数 1冊詳虫古量 1田 1 ;1平鳴、%均ノ 
72.9 
ア
犬 
メ
10 
リ
カ 14 100 
JQd
59.0 59.5 
円pORUFO-Rututu 
U
tpDQd
21 	 118 46.6 虫 80.7 
131 
rotudAτ At
45.。48.2 
49.5 
氏 
一司 
つ 
103 
 61.2 
鈎仔虫
58.4113 
106 
 53.8 

45.7 46.7 	 81.0doo
44.9 
82.4%の回収率であり， N.a.仔
図 6 200 Cの湿潤土壌に於て鈎仔虫のうける影響 
虫は 28日後 58.6----52.5%，A. c. 
仔虫は 35 日後 86.3~ 78.0%であ 100 ア〆 Pヵ鈎仔虫 100 犬鈎仔虫 
。 
“
unuoυouv
Uan--nκ
回収率円%)
。 
、ノ 
った。上記のととを図lζ示したの 80 
が図 6である。 i五
i1ロ
ω
率
(4) 0 --20Cの湿潤土壌に於 ゴ:' 40 70 
20て鈎仔虫のうける影響
7 14 21 3.';表 15の如く， N.a.仔虫， A.c. 7 14 21 28 
回収率ハ川河叫
日数(日〉	 日数(日) 
仔虫ともに著しく温度の影響をう
E:::コ紡土IC於仔る成績
けて，短時日のうちに回収率が低 rlZ1Z3砂1:"於it号成績
下した。 N.a:仔虫では 12時間後 置園周水中の鈎仔虫を回収した成績(対照) 
粘土で 3.5--0.9%，砂で 6.7--2.6 ※ 恒担糟視皮350 .Cで回収 
%の回収率であったが， 24時間 図 7 0 .-，.20Cの湿潤土壌に於て鈎仔虫のうける影響 
後では全く仔虫を回収する乙とが
z∞ アメ日カ鈎仔虫 100 犬鈎仔虫
出来なかった。 A.c.仔虫では 5 - m ω ' ω
日後まで回収され粘土で1.9--0 
%，砂で 2.9--2.0%の回収率であ 
った。
鈎仔虫を 0.-，.20Cの水中に入れ 。
20 
12 7	昔.3.，1時間12仔虫はN.a.た対照では， 
時間〈時〉 
後 9.7.-，.5.5%回収されたが， 24 
時間後では回収出来なかった。 A.c.仔虫では 5日 上記のととを図に示したのが図 7であるが， N. a. 
後 5.1.-，.3.7%の回収率であり， 7日後でも1.0-- 仔虫， A. c.仔虫ともに土壌内或いは水中にかかわ
0%回収された。 らずi著しく温度の影響をうけている。叉 N.a.仔
1 3 524 
日数(日〉 
nnvp
れ 
。 
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第 13表 c 300Cの湿度の減少する土壌K於ける回収成績 
A4 A
告 
種 l判官襲|携lLZ仔回虫数収 T27|私科医 
27.1 112 35 31.3 
7 27.4 106 31 29.3 29.4 
27.8 109 30 27.5 
米占
22.2 137 18 13.1 
ア 14 23.3 98 10 10.2 11.3 
23.9 111 11 9.9 
メ 18.4 114 10 8.8 
21 19.2 99 7 7.1 6.7 
15.5 101 4 4.0 
土
4.0 I 111 。。 
28 7.2 106 。。 。 
カ 5.3 96 。。 
17.4 102 ~ 58 56.9 
鈎 7 17.1 108 55 50.9 51.7 
16.5 111 53 47.8 
仔 
虫 15.1 114 36 31.6 ¥ 
砂 14 13.8 111 31 27.9 28.8 
14.5 98 26 26.5 
10.7 115 5 4.4 
21 11.4 111 3 2.7 3.3 
11.5 47 1 2.1 
3.7 102 2 2.0 
28 5.1 111 2 1.8 1.2 
5.8 114 1 0.9 
犬 
鈎
仔 
虫 
l 毒|剰接 I:~:I思議IT27|育成 
来占 26.3 108 43 39.8 
10 25.4 103 38 36.9 37.1 
26.7 98 34 34.7 
20.6 109 39 35.8 
14 16.9 128 42 32.8 32.4 
13.8 101 29 28.7 
7.3 141 21 14.9 
21 ♂ 9.1 103 14 13.6 13.2 
109 12 11:0 
土 
3.81 103 4 3.0 
28 0.6 117 。。 1.0 
0.6 108 。。(3.0) 
10.7 105 68 64.8 
10 8.6 101 60 59.4 60.7 
10.7 102 59 57.8 
7.4 117 58 49.6 
砂 14 5.7 109 46 42.2 43.5 
7.5 106 41 38.7 
4.6 103 38 36.9 
21 4.6 98 34 34.8 23.9 
0.6 109 。。(35.9) 
0.6 113 。。 
28 0.6 96 。。 。 
0.5 112 。。
( )内は土壌湿度1. 0%以下の例を除いた平均回収率
虫の 0--20 C Iと対する抵抗力は， A. c.仔虫に比し 戸外に於て鉢の土壌面が外部の地表面と一致する深
て著しく弱い。 さに埋め，風雨を避けるため必要に応じてガラス板
(付) 里子外実験例 で覆い，晴天では土壌湿度が減少するため滴過水を 
1) 実験方法 注加した。一定時間後鉢の中心部の直径 5cm，深
学内敷地の土壌を焼灼滅菌乾燥し， 口径 14cm， き3cmの土壌をとり， Baermann法によって仔虫
深さ 11cm，底径 8cmの素焼の植木鉢1[8分目ま を回収した。土壌湿度の測定には鉢の周辺部の深さ
で入れ，乙れに漏過水を加えて一定の湿度を与え， 3cmまでの 100gの土壌をとり，磁製皿に入れて
培養後3週のアメリカ鈎仔虫約 400隻をその中心部 加熱し水分の蒸発をまって，再び重量を測定して減
表面に撒布した。 ζのようにした 10個の植木鉢を 少した重量を湿度とした。土壌温度は地表より約 3 
Mワ ハ -
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第 14表 200Cの湿潤土壌に於ける回収成績
第 35巻
報|害虫事|思議lT27弘子 l 種|毒|骨量!罪虫主 I~虫Z1T371椋 
21.5
121 
 26
11 
 10.0110 

長7
長7 
 19
者.4
6
長.8 21.2
113 
 24
6 
 6.1
99 

15.4
117 
 18
98 
 4.1
4 
 粘来占 
33.033
35.5
107 
 38 

31.3 
 31.4
14 
 30
109 
 34.9
38
14 

1913
6 
 30.1
34
105 
 33 
 31.4 

104 
 29.8
31
112 
 28 
 24.8 

27.8
22.0 21 
 28.3
21 
 109 
 24 
 22.0 97 
 27 

106 
 27.4
106 
 18.9 
 29
20 

土土 112 
 13 
 11.6
11.1
ア 99 
 11 
 犬
10.4
10.3 
 35 
 103 
 10 
 9.7
28 
 10 
 10.5
97 

9
10.2 
 94 
 9.6
108 
 11 

メ 
100 
 32.7
27 
 27.0 
後7 
 27
長.5
22
普.8 
 守* 26.022.9 
 104 
 27
96 
 22 

鈎 22.5
107 
 18.7 
 89 I 20
20 

112 
 100
101 
 79.2 
 89.3
80 

14 
 103 
 75.7 
 74.9 
 14 
 111 
 81.6
78 
 87 
 78.4
カ 
107 
 75 
 70.1 
 103 
 79 
 76.4
砂 砂 
128
98 
 62 
 62.2 
 77 
 60.2
仔鈎 
21 
 106 
 59.2 
 124
63 
 59.4 
 21 
 74 
 59.1
59.7 

107 
 57.0 107
61 
 61 

仔 107 
 54 
 50.5 
 113 
 42 
 37.2 

28 
 113 
 55 
 48.6
48.7 
 35 
 121 
 34.7
42 
 35.2 

101 
 47 
 46.5 
 110 
 37 
 33.6
虫 虫 
94 
 79 
 84~0 116 
 108 
 93.1 

7 
 98 
 81 
 82.7 
 80.6 
 7 
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 75.7
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99 
 78 
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 108 
 86.1
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14 
 97 
 76 
 78.4 
 78.2 
 14 
 103 
 88 
 85.4 
 84.6 

107 
 83 
 77.6 
 108 
 89 
 82.4 

104 
 75 
 72.1 
 94 
 78 
 83.0 
102 
 70.6
21 
 73 
 71.6 
 21 
 103 
 82 
 79.6 
 80.3 

103 
 70 
 68.0 117 
 92 
 78.7 

照 照58.6
111 
 65 
 117 
 101 
 86.3 

28 
 98 
 53 
 54.1 
 55.2 
 35 
 95
112 
 84.8 
 83.1 

97 
 51 
 52.5 
 109 
 85 
 78.0 
発恒温槽温度 350CIL於ける回収成績
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第 15表 0""' 20C湿潤土壌に於ける回収成績.
種 毒|鶴岡 dl思議 iT2714男子 判事|鵠 
97 64 66.0 107 29 
1 103 63 61.2 61.0 1 101 24 
110 62 56.4 116 27 
粘 100 52 52.0 粘 110 10 
3 93 48 51.6 49.0 3 107 9 
103 45 43.7 104 8 
95 27 28.4 107 2 
6 112 30 26.8 26.6 5 96 1 
101 25 24.8 101 。 
113 4 3.5 107 。 
12 92 1 1.1 1.9 7 103 。
ア 士 106 1 0.9 犬 土 98 。 
112 。。 
24 101 。 0， 。
メ 96 。。 
91 63 69.2 110 63 
1 111 66 59.5 62.0 1 103 59 
リ 
106 62 58.5 
鈎 
107 56 
97 53 54.6 107 25 
3 96 50 52.1 52.6 3 103 22 
119 61 51.3 96 19 
カ 
99 29 29.3 103 3 
砂 6 109 31 28.4 28.3 砂 5 107 3 
96 26 27.1 102 2 
字句 104 7 6.7 仔 112 。 
12 107 5 4.7 4.6 7 106 。 
115 3 2.6 96 。
仔 106 
。 。 
24 101 。 。。 
91 。 。 
95 83 87.3 104 66 
虫 1 93 75 80.6 82.4 虫 1 107 59 
108 86 79.6 100 55 
京す 98 59 60.2 対 108 35 
3 107 63 58.9 58.5 3 102 31 
101 57 56.4 102 29 
一 117 31 26.5 99 5 
6 105 27 25.7 25.6 5 107 5 
94 23 24.5 109 4 
103 10 9.7 104 1 
12 109 6 5.5 6.9 7 105 1 
照 109 6 5.5 照 96 。 
112 。。 
24 100 。。 。 
97 。。 
回収率 平回(収%均率) 
(%) 
27.1 
23.8 24.7 
23.3 
9.1 
8.4 8.4 
7.7 
1.9 
1.0 1.0。。。 。。 
57.3 
57.3 55.6 
52.3 
23.4 
21.4 21.5 
19.8 
2.9 
2.8 2.6 
2.0。。 。。 
.63.5 
55.1 57.9 
55.0 
32.4 
30.4 30.4 
28.4 
5.1 
4.7 4.5 
3.7 
1.0 
1.0 0.6。
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cmの深さで測定した。分離装置は漏斗脚部のみ 
280Cの恒温槽に入れ，約 500Cの温湯を漏斗内に入
れて， 5時間作用させて漏斗内の水全部をとって仔
虫を回収した。乙の実験は昭和32年2月 10日より
同 14日の聞に行った。 
2) 実験成績及び考察
図8の如く，実験を開始した 2月10日は曇天で，
夜半より雨となり翌早朝雪氏変ったために，気温及
び土壌温度は比較的高く， 11日午後6時頃までは夫
々 1_. 90C，4 ~90C 1とあったが， それ以後夜間の
気温は OOC以下となり日中はかなり上昇した。表 16
の如く，鈎仔虫回収率は次第に減少し， 19時間後 
11日午後 6時1[.7.8%回収されたのを最後として，
翌 12日以後は全く仔虫を回収出来なかった。仔虫
は最初撒布された土壌表面の中心部にあり， 90C以
下の温度では側方に離散したり，土壌内l乙潜入する
ことなしその生存は殆んど気温の影響によると考
えられ， 11日午後6時まで比較的高温であったため
に生存し， それ以後約 12時間 OOC以下の気温に曝
されていたので， 12日以後は回収出来なかったもの
と思われる。なお乙の野外実験に於ける分離装置で
は， 漏斗脚部のみ 280Cで保温したために，仔虫は 
図 8 野 外 実 験 例
全部脚部のゴム管内に集った。 
IV 者按及び小措
土壌内の N.a.仔虫及び A.c.仔虫の生存に及ぼ
す土壌温度，土壌湿度及び土壌の性状について検討
した。土壌内鈎仔虫は	 Baermann法によって回収
したo .したがって回収法その他の因子が加わり，鈎
仔虫回収率が直ちに生存率を示すものではない。何
故ならば仔虫が回収されるためには，仔虫そのもの
が活j壌に運動し得るとともに，運動を刺激する条件
が加えられねばならず，生存する仔虫でも土壌内l乙
残留するものもあると考えられるからである。そ乙
で回収法lζ留意してなるべく良好な成績が得られる
条件で実験したが，常l乙最も良い方法で回収された
とは考えられない。
生存するための好適な温度範囲について. N.a. 
仔虫は 300C及び 200Cの湿潤土壌に於ては 28日後
も生存し. 300Cの回収率は粘土で1.8--0%.砂で 
42.6--42.29るであり. 200Cでは夫々 11.1--10.2%. 
50.5--46.5%で.20oc-の方が障碍される程度が少
いように思われる。 350Cの湿潤土壌に於ては. 21 
日後砂でわづか1.9--0%の回収率であり， 粘土で
は全く回収出来なかった。したがって N.a.仔虫は
湿潤土壌に於ては，凡そ 200C前後から 300Cまで温
度の上昇氏伴って障碍され. 300C以上になると著
$ 仔虫徹.布 。晴
+ 1 』ー困・ 闘収率 &曇 しい影響をうけると考えられる。 
回収率{%}
mMwmmm ι L I P - u向?・温度豆
曹 + 	
2 
.-・.-. \~、--・ f ・'‘
.0 
、ー---J 司、d で， 20
0Cでは夫々 29.8 ~27.4%， 60.2，，-， 57.0%で1. L l、'.-.ムー 
A・骨量*0 o 0 0o 0 。 ほぼ同程度であり， 350Cでは粘土で 22.4--14.7%，
'r"'ー ....園甲 
101H 12/Il• 13/Il' 
11/11 8 B n. 11. 砂で 45.2--34.9%で前2者に比して低率であった。
1 kM. P.¥Iι A;M.. I\.~; 
P.M.	 したがって 20--300Cの湿潤土壌は， A. c.仔虫のー 
A.M. 	 好適温度範囲にあたり， 300C以上では温度の上昇
第 16表 野- 外 実 験 例
1 ・雨 .・-一-・気温 j¥*雪八 A. c.仔虫は 350C，300C及び 200Cの湿潤土壌に
:¥ ;¥ 於て 28日後も生存する。しかし 21日後の回収率は， '¥. /:...，，r¥/¥ 300Cでは粘土で 34.2--31.0%，砂で 69.0--57.0% 
37.6 
l1jll 
。
。

。
。
。
 
月	 天
日	 気1zl開 
畠10jll 	 τzマ 
27.5 
7.8 
12jll 	 36 8.2 2.3 31 387M.IA.1.1
m111. A. M.j 60 
晴
晴 11.8 7.2 21 416 
l何 111.A. M.j 84 12.1 8.1 25 401 	 。
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lζ伴って障碍され， 350C乃至それ以上になると著
しく温度の影響をうけると考えられる。 ー
低温の鈎仔虫K与える影響に関して，白坂 (1958)
はOOCrc於ける抵抗力について， A.d.仔虫の 50%
致死日数は凡そ 5日で，全部が死滅するには 20日 
を要したが， 7日以後の仔虫では律動運動を行わ
ず， N.a.仔虫では 10日で生存率0，2日目で早く
も90%以上が律動運動を行わない状態であるとと
を観察し， N. a.仔虫は低温K対して特に抵抗力が
弱いと述べている。著者の実験では 0~20C の湿潤
土壌内の N.a.仔虫の回収率は， 12時間後粘土で
3.5 --0.9%，砂で 6.7--2.6%であったが， 24時間
後では全く回収されず，白坂の観察した結果とよく
一致する。 A.c.仔虫では 5日後粘土で1.9 ~0%， 
砂で 2.9--2.0%の回収率であり，対照では 7日後
も1.0~0% 回収された。白坂の結果と照合すると，
A. c.仔虫の低温に対する抵抗力は A.d.仔虫K近
似し，或いはそれより強いのではないかと推測さ
れる。したがって N.a.仔虫の 0--20Cの低温K対
する抵抗力は， A.c.仔虫のそれに比レて著しく弱 
鈎仔虫に対する乾燥の影響K関して， Perronici. 
to，Herrhan (J900)，Pieri (1902)，長谷川 (1929) 
等はよく乾燥に耐え 24時間以上， 6~7 日にわた
って生存するといい， Leichtenstern (1889)，Loo-
ss (1896)，Tenholt (1904)等は乾燥に対し甚だ抵
抗力弱く短時間で死滅するという。兼先 (1958)は 
300Cの恒温下で実験を行い， A.d.仔虫は湿度 40%
で 10時間以内， 60%で 12時間以内， 90%で30時
間以内に死滅し， N. a.仔虫は夫々 8時間以内， 10 
時間以内， 24時間以内に死滅する成績を得て， N.a. 
仔虫の湿度l乙対する抵抗力は， A. d.仔虫のそれに
比して弱いと述べている。グ著者の実験I乙於ては 300C
の砂の湿度を次第に減少させた場合， 21日後 N.a. 
仔虫では凡そ 11%前後の湿度でわづか 4.4--2.1% 
しか回収されなかったのは対して， A. c.仔虫では
湿度が 4.6% It.減少したにもかかわらず 36.9--34.8 
%の回収率であり，土壌の乾燥に対する抵抗力は， 
N. a.仔虫は A.c.仔虫に比して弱い。又 A.c.仔
虫は 300Cの砂で 14日後 7.4"'"'5.7%の湿度で 49.6 
--38.7%の回収率であった乙とから， 5%前後の土
壌湿度があればかなり生存し得ることがわかった。
しかし土壌湿度がそれ以下となり完全乾燥に近づく
と，短期間のうちに死滅すると考えられる。
土壌湿度の鈎仔虫に対する影響は，土壌粒子の間 
隙にある水分が直接関係していると思われるから，
粘土と砂の湿度(重量%)が同一であるからといっ
ても，湿度に関する環境条件が同一であるとは考え
られない。何故ならば粘土は吸湿性に富んで粒子内
lとより多量の水分を含むことが出来るからである。
土壌の差違によって鈎仔虫のうける影響は，土壌湿
度の影響を除外するために，湿潤土壌について検討
するのがよいと思われる。 350C，300C及び 200Cの
湿潤土壌に於ける回収率は， N;a.仔虫， A.c.仔虫
ともに，粘土は砂より常に低率であった。しかし粘
土では砂よりも最初の 7....10日で著しく回収率が 
低いが，それ以後は粘土，砂ともに殆んど同じ傾向
で減少した。このことは初期に粘土は砂より強く鈎
仔虫lζ影響を及ぼすものか，或いは回収法その他の
因子氏関係するものか不明であるが，恐らく土壌の
差違による影響でなく，回収法その他に関係してい 
ると思われる。しかしζのととは更に検討する必要
があらう。
小 指
1) 土壌内の N.a.仔虫及び A.c.仔虫の生存K
及ぼす土壌温度，土壌湿度及び土壌の性状について
検討した。 
2) N. a.仔虫は 300C及び 20"Cの湿潤土壌に於
ては 28日後も生存し， 30QCでは粘土で1.8--0%， 
砂で 42.6~42.2% の回収率であり， 200Cでは夫々 
11.1--10.2%，50.5 --46.5%回収され， 200Cの方
が300Cより好適な温度と考えられる。 
3) A. c.仔虫は 350C，300C及び 200Cの湿潤土
壌に於ては 28日後も生存する。 21日後の回収率は， 
300Cでは粘土で 34.2--31.0%，砂で 69.0--57.0%， 
200Cでは夫々 29.8--27.4%，60.2 --57.0%であっ
たのに対して， 350Cでは粘土で 22.4--14.7%，砂
で45.2--34.9%であり，前2者に比して低率であ
った。したがって 20--300Cは A.c.仔虫の好適温
度範囲と思われる。
の 0.~20C の湿潤土壌に於ては， N. a.仔虫の
回収率は 12時間後粘土で 3.5"" 0.9%，砂で 6.7--
2.6%であり， 24時間後では全く回収出来なかっ 
たのは対して， A.c.仔虫では 5日後粘土で1.9，..0 
%，砂で 2.9--2.0%であり，低温l乙対する N.a. 
仔虫の抵抗力は A.c.仔虫に比して著しく弱い。 
5) 土壌の乾燥に対する N.a.仔虫の抵抗力は 
A. c.仔虫より弱し 300Cの砂で 21日後 A.c.仔
虫は湿度が 4.6%Iと減少したにもかかわらず 36.9--
34.8%の回収率であったが， N. a.仔虫では凡そ 11 
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%前後の湿度でわづか:4.4--2.1%しか回収されな 
かった。
6) A. c.仔虫は 300Cの砂K於て， 5%前後の土
壌湿度があればかなり長く生存し，湿度がそれ以下
となり完全乾燥に近づくと，短期間のうちに死滅す 
ると考えられる。
7) 湿潤状態の粘土に於ける回収率は， N. a.仔
虫， A. c.仔虫ともに砂より低率であったが，最初
の 7--10日で著しく低下し， それ以後は粘土， 砂
ともに同様に減少した。したがってとれは土壌の差
違によるのでなく，恐らく回収法その他の因子氏関
係するものと思われる。
第 V章総括及び結論 
Baermann法を改良して土壌内鈎仔虫の回収法
を検討し，又この装置を用いて土壌内鈎仔虫の生存 
K及ぼす土壌温度，土壌温度及び土壌の性状につい
ても検討した。 
1) Baermann法による鈎仔虫回収率は，可検
土壌に加えられる温度K最も影響されるが， N.a. 
仔虫及び A.d.仔虫を回収するには，凡そ 300C前
後から 350C或いはそれ以上400 Cまでが適当な温度
である。 
2) 鈎仔虫を回収するには，仔虫が回収前に長く
置かれた環境温度より高い温度を可検土壌に加え
て，仔虫の運動を刺激する必要があると考えられ
る。 
3) N. a.仔虫及び A.d.仔虫の粘土に於ける回
収率は砂のそれより低い。 
4) N.a.仔虫及び A.d.仔虫は， 50gの少量の
土壌で 1cm以下の厚みでは， 良い条件で回収すれ
ば殆んど大部分 30分以内に回収することが出来
る。 
5) N. a.仔虫を 200gの多量の土壌から分離し
た場合， 50--100gの比較的少量の土壌に比して回
収率が低下した。したがって可検土壌の量と分離装
置の大きさ，或いは簡に盛った土壌の厚みについて
更に検討する必要がある。 
6) 200C及び 300Cの湿潤土壌に於ては， N.a. 
仔虫， A. c.仔虫ともに 28日後も生存する。したが
って 20--300Cは両種の好適温度範閤である。 
7) 0 --20Cの湿潤土壌に於ける N.a.仔虫の抵
抗力は， A.c.仔虫のそれよIy著しく弱い。 
8) 土壌の乾燥に対する N.a.仔虫の抵抗力は， 
A. c.仔虫のそれより弱い。
9) A. c.仔虫は 300Cの砂に於て， 5%前後の土
壌湿度があればかなり長く生存し，湿度がそれ以下 
となり完全乾燥に近づくと，短期間のうちに死滅す
ると思われる。
10) 湿潤状態の粘土に於ける回収率は， N. a.仔
虫， A. c.仔虫ともに砂のそれより低率であったが， 
土壌の差違によるのでなく，恐らく回収法その他民
関係するものと考えられる。
稿を終るに臨み，終始御懇篤な御指導と御校
閲を賜った恩師柳沢利喜雄教授に深く感謝の意
を表します。併せて御教示，御援助をいただい
た内田昭夫助手K感謝します。叉御協力いただ
いた教室の諸先生に感謝します。
本論文の要旨は第27回及び第28回日本寄生
虫学会総会K於て発表した。
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